

謹啓　早春の候、ますますご盛栄の段、大慶に存じます。平素は格別のお引立てをいただき、誠にありがとうございます。


さて、私儀、先代社長のあとを受けて　　年間、当社取締役社長として経営の責任を担ってまいりましたが、すでに老境に入り、社長の激務に耐えられるかどうか自信が持てなくなりました。つきましては、このたび後進に道を譲り、退社させていただくことになりました。顧みますと、当社発展の重責を果たし今日を得ましたのも、ひとえに皆さまのご支援・ご協力の賜物と存じ、深く感謝申し上げる次第でございます。





なお後任社長には夏木光博が就任いたしましたので、私同様ご支援を賜りたく、伏してお願い申し上げます。


右、参上いたしご挨拶申し上げるべきところ、略儀ながら書中をもって御礼かたがた謹んでご挨拶申し上げます。





敬白





　年　月　日





米村　圭一








